
（1） 1997年12月17日　第44号

日吉台地下壕保存の会

会報
第44号

発行日吉台地下壕保存の会

編集事務局

詑3横浜市港北区下田町3－まか27

寺田方阻．粥か朗2－1加2

（年会費）一口千円で、一口以上

郵便振込口座番号叩250・2－74921

（加入著名）日吉台地下壕保存の会

神奈川新聞1997・11・5より

横浜

地
下
壕
保
存
会

が

報

告

書

資
料
、
証
言
基
に

東
京
・
神
宮
外
苑
で
の
学

徒
出
陣
壮
行
会
か
ら
五
十
四

年
た
つ
が
、
報
告
・
講
演
集

「
太
平
洋
戦
争
と
慶
応
義
塾
」

が
「
（
旧
海
軍
連
合
艦
隊
司

令
部
）
日
吉
台
地
下
壕
（
ご

う
）
保
存
の
会
」
　
（
鮫
島
重

俊
会
長
）
に
よ
り
刊
行
さ
れ

た
。
戦
争
に
大
学
が
組
み
込

ま
れ
て
い
く
過
程
を
資
料
と

証
言
で
ま
と
め
て
い
る
。

ま
ず
、
「
旧
海
軍
極
秘
地

下
施
設
」
で
は
、
同
大
学
日

吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
に
広

が
る
地
下
壕
の
分
布
と
概
要

を
約
十
年
に
わ
た
る
実
地
調

査
を
も
と
に
説
明
。

次
い
で
、
旧
海
軍
が
白
書

に
移
転
し
た
理
由
、
朝
鮮
人

労
働
者
な
ど
を
使
っ
た
地
下

壕
建
設
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
以

降
敗
戦
ま
で
作
戦
指
揮
を
執

っ
た
地
下
壕
で
の
活
動
、
空

襲
と
米
軍
進
駐
な
ど
を
報
告

し
て
い
る
。

特
に
、
学
徒
出
陣
や
徴
兵

年
齢
の
引
き
下
げ
で
学
生
の

激
減
し
た
大
学
施
設
を
軍
隊

に
貸
与
せ
よ
と
い
う
文
部
首

の
指
示
に
従
い
、
同
大
の
土

地
・
建
物
な
ど
を
海
軍
が
一

方
的
に
借
り
上
げ
た
賃
貸
借

契
約
書
（
昭
和
十
九
年
三
月

十
日
付
）
や
日
吉
に
司
令
部

を
移
す
こ
と
に
関
す
る
軍
令

部
総
長
か
ら
昭
和
天
皇
へ
の

奏
上
文
な
ど
の
貴
重
な
資
料

も
収
録
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
学
徒
出
陣
」
と

特
攻
隊
や
同
大
出
身
の
元
海

軍
将
校
の
戦
争
体
験
、
当
時

の
塾
生
生
活
を
連
続
講
演
か

ら
再
録
し
て
い
る
。

編
集
に
携
わ
っ
た
慶
応
高

校
教
諭
の
寺
田
貞
治
さ
ん

（
六
五
）
は
「
文
化
財
保
護
法
の

一
部
改
正
で
、
第
二
次
大
戦

戦
跡
な
ど
も
対
象
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
、
第
一
級
の

価
値
を
持
つ
こ
の
地
下
壕
を

見
る
目
も
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
る
。
保
存
運
動
の
理
解

の
た
め
に
も
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
B
5
判
、
百
七
十
二
㌻
。

千
部
。
郵
送
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込
み
八
百
七

十
円
。
問
い
合
わ
せ
は
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事

務
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寺
田
さ
ん
〒
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慶

応

義

塾

担

当

理

事

と

の

会

見

に

つ

い

て

副
会
長
　
　
東
郷
　
秀
光

慶
應
義
塾
の
湯
川
武
理
事
と

の
地
下
壕
保
存
の
会
の
会
見
が

十
一
月
八
日
午
後
に
日
吉
の
会

議
室
で
行
わ
れ
わ
れ
ま
し
た
。

地
下
壕
保
存
の
会
の
側
か
ら

は
鮫
島
重
俊
会
長
、
東
郷
秀
光

副
会
長
、
亀
岡
敦
子
幹
事
、
お

よ
び
自
鶴
邦
子
幹
事
が
出
席
し

ま
し
た
。
当
日
は
寺
田
貞
治
事

務
局
長
は
地
下
壕
を
案
内
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
た
た
め
止
む

を
得
ず
欠
席
し
ま
し
た
。

湯
川
理
事
は
超
人
的
な
忙
し

さ
の
中
を
実
に
快
く
会
見
に
応

じ
て
下
さ
り
、
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
忙
し

さ
の
た
め
か
、
会
見
が
実
現
す

る
ま
で
に
双
方
の
日
程
の
調
整

が
つ
か
ず
、
九
月
初
旬
に
申
し

入
れ
て
い
た
会
見
の
期
日
が
三

転
、
四
転
し
、
や
っ
と
実
現
し

た
の
が
十
一
月
に
入
っ
て
か
ら

で
し
た
。

保
存
の
会
か
ら
は
こ
れ
ま
で

の
保
存
に
向
け
て
の
取
り
組
み

の
状
況
を
説
明
し
、
地
下
壕
の

入
り
口
部
分
の
土
地
の
所
有
者

が
保
存
の
会
の
運
動
に
理
解
を

示
し
て
入
り
口
部
分
を
残
し
た

形
で
土
地
の
売
却
を
行
う
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
話
し
た
後
、

慶
應
義
塾
が
そ
の
地
権
者
で
あ

る
地
下
壕
の
部
分
を
重
要
な
史

跡
と
し
て
保
存
し
て
欲
し
い
が
、

差
し
当
た
り
は
少
な
く
と
も
再

開
発
は
し
な
い
で
欲
し
い
、
と

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

湯
川
理
事
は
保
存
の
会
の
要

望
は
承
っ
た
、
現
在
は
慶
應
義

塾
創
立
百
五
十
周
年
に
向
け
て

日
吉
の
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を
検

討
中
な
の
で
、
そ
れ
と
の
関
連

で
検
討
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

保
存
の
会
は
こ
れ
か
ら
も
横

浜
市
、
神
奈
川
県
、
文
化
庁
に

地
下
壕
保
存
へ
の
働
き
か
け
を

続
け
る
が
、
そ
の
進
展
も
睨
み

な
が
ら
ま
た
会
見
に
応
じ
て
欲

し
い
と
の
要
望
を
伝
え
て
約
五

〇
分
の
会
見
を
終
り
ま
し
た
。

会

見

を

終

わ

っ

て

幹
事
　
　
亀
岡
　
敦
子
・
談

私
達
日
吉
の
住
民
に
と
っ
て
、

慶
応
の
校
舎
を
取
り
巻
く
森
や
グ

ラ
ン
ド
は
自
然
が
畳
に
残
る
安
ら

ぎ
の
場
所
で
す
。
ま
た
、
市
民
に

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
の
公
開
講

座
は
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
嬉

し
い
存
在
で
す
。

湯
川
理
事
と
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
図
を
見
な
が
ら
、
日
吉
の
自

然
や
民
家
の
場
所
、
日
吉
台
地
下

壕
の
所
在
を
轟
注
し
ま
し
た
が
、

誠
実
で
、
前
向
き
な
理
事
の
姿
は
、

考
え
て
い
た
よ
う
に
遠
い
存
在
で

は
な
く
、
話
を
品
聞
い
て
い
た
だ
け

る
、
信
頼
の
お
け
る
方
と
大
変
好

感
を
抱
き
ま
し
た
。

理
事
の
お
話
で
す
と
、
日
吉
キ

ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
は
、
慶
応

の
創
立
一
五
〇
周
年
の
事
業
の
一

環
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
、
機
会
あ
る
ご
と
に
話

し
合
い
が
再
て
た
な
ら
ば
と
切
に

思
い
ま
し
た
。

思

う

こ

と

幹
事
　
白
鶴
　
邦
子
・
談

湯
川
理
事
と
の
会
見
は
と
て
も

良
い
印
象
を
う
け
ま
し
た
。

地
下
壕
の
見
学
会
の
時
に
、
出

入
り
の
た
め
に
お
世
話
に
な
る
民

家
に
隣
接
す
る
山
の
斜
面
が
、
本

年
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
出
入
口
が

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
こ
と
は
幸
運

で
し
た
。

こ
の
民
家
の
方
に
地
下
壕
保
存

の
意
志
を
率
直
に
同
い
、
そ
の
意

志
を
慶
応
や
横
浜
市
、
神
奈
川
県

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
よ
い
結

果
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。今
回
は
じ
め
て
慶
応
の
方
と
の

会
見
に
参
加
し
て
、
私
達
に
で
き

る
こ
と
を
積
極
的
に
実
行
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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教職研修
日吉台地下壕案内記

谷藤　基夫

十月十八日〈土）山梨学院大学の教職課程地域総合学習
「川崎”横浜研修」として十菱駿武先生始め教授・学生約
五十名の方々がバス一台を仕立てて日吉台地下壕の見学に
来られました。普段案内をされている事務局長の寺田先生
が生憎病気入院中ということで、茂呂さん、喜田さんと
私の三人で案内を致しました
この日、朝、甲府を出たバスは午前．中、川崎の明治大学
生田校舎を回って旧陸軍登戸研究所跡地の見学をすませ、
昼、川崎平和館で畳食、午後日吉台地下壕の見学を行うと
いうかなりの強行なスケジュールでしたが、若干遅れ気味
に川崎平和館の見学を終え、茂呂さんの地下壕についての
概略説明の後、原スで日吉駅前へ移動、丁度闊かれていた
慶応高校の日吉奈の人湿みの日吉キャンパスの中を歩いて
説明しながら地下壕へ向かいました。地下壕入り口から、
2プル「ナに分かれて、茂呂さんと私が説明に当たりまし
たが、私のグループは私の不勉強と方向音痴もあってうま
い説明がされないままだったのではないかと申し訳なく思
っております。案内に立つのは今回で3回日になりますが
地下轡に何回人らても、rあれ、これはなんだったけJな
どと自信なく、方向感覚が狂って別の場所に行っていたと
いうことになってしまい、茂呂さんのグル馴プの灯りを質
りに無事もとの場所にたどり普くという始末でした”作戦
室でいつものように戦争で徳性に替った方々を偲んで黙祷
を捧げましたが、＿若い学生たちに戦争の悲惨さ、地下標の
持つ意味をどれだけ伝えることができたでしょうか。黙祷
の暗闇の中でクスクス実っている女子学生がいたのが大変
気になり、自分の力不足を痛感しました。
しかし、山梨学院大学のこの研修は教職特に社会科の教
員を日約す学生たちのための臨地研修ということで、内容
的にも大変すばらしく、資料なども説明がいらないくらい
充実して、私の学生時代を銀り返っても、こうした研修を
受けられる学生さんたちがうらやましい限りでした。この
研修が今後も続くこと、そして研修を通して史跡の保存や
戦争の意味を深く考える教師が一人でも多く育つことを顧
っています。
保存の会に感想というか要望を一つ、地下壕の要所要所
にプラスチックなどで作った説明枚を置けないものでしょ
うか。これがあれば案内に間違いが少なくなり、見学の人
たちも分かりやすいのではないかと常々思っています。地
権者の了解などりろいろ諌鐙はあるでしょ＿うが、保存が決
まればいずれ必要になるものですし、そう、経費のかかるも
のでもなさそうです。保存の会の予算ででも、今から作っ
ておいても良いのではないでしょうか；ご検討を。
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二
等
兵
参
謀
の

空
想
平
和
博
物
館
設
立
案

酒
井
　
啓

本
年
三
月
末
、
市
民
グ
ル
ー
プ

「
赤
れ
ん
が
倉
庫
に
平
和
博
物
館

を
―
―
『
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

よ
こ
は
ま
　
仮
称
．
）
』
実
行
委
員

会
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
事
務
局

会
議
に
寺
田
貞
治
氏
と
出
席
し
て

い
る
の
だ
が
、
報
告
か
た
が
た
何

か
書
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
現
実
と
夢
を
と
り
ま
ぜ
て
綴

っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
の
構
想
は
、
横
浜
関
内
に
残

さ
れ
て
い
る
赤
れ
ん
が
倉
庫
へ
日

本
有
数
の
産
業
遺
跡
．
）
の
一
角
を

拠
点
に
、
日
吉
台
地
下
壕
な
ど
市

内
各
地
の
戦
争
遺
跡
を
真
打
緒
と
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
た
博
物
館

が
建
設
で
き
れ
ば
理
想
的
な
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
赤
れ
ん
が
含

庫
の
本
館
に
は
横
浜
大
空
襲
や
学

吉
疎
開
”
戦
没
船
舶
・
戦
時
日
用

品
・
米
軍
基
地
な
ど
の
資
料
も
展

示
”
保
管
す
る
は
ず
な
の
で
あ
る
合
一

け
れ
ど
も
実
行
委
員
会
が
自
力

で
博
物
館
を
建
設
す
る
能
力
は
な

い
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
に
主
体
的

に
建
設
し
て
も
ら
お
う
と
、
横
浜

市
長
兎
に
博
物
誌
建
設
に
関
す
る

悪
玉
書
を
複
数
回
提
出
し
て
い
る

の
だ
が
、
大
き
な
行
政
組
織
が
相

手
な
だ
け
に
、
平
和
博
物
館
の
建

設
は
な
ん
て
難
し
い
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
主
催
で
、

文
化
人
に
よ
る
講
演
会
を
中
心
と

し
た
「
公
開
講
座
」
を
複
数
回
開

催
し
た
け
れ
ど
も
、
受
講
者
は
失

礼
な
が
ら
中
高
年
者
ば
か
り
で
、

戦
争
体
験
者
が
多
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
る
利
点
は
存
在
す
る
け

れ
ど
も
、
次
の
世
代
へ
の
戦
争
体

験
的
知
識
の
相
続
は
吉
報
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
博
物
館
建
設
へ
向
け
て

の
世
論
形
成
に
は
、
重
大
な
弱
点

が
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
博
物
館
建
設
に
関

し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
博
物

館
理
念
だ
が
、
実
行
毒
会
メ
ン

バ
ー
は
、
・
博
物
歯
学
・
博
物
館
諭

に
疎
い
人
達
ば
か
り
。
そ
こ
で
、

博
物
納
学
関
係
の
文
献
を
多
少
頚
「

み
あ
さ
り
始
め
て
い
た
自
分
に
、

事
務
局
会
議
で
の
参
謀
的
役
割
が

ま
わ
っ
て
き
嵐
山
。

だ
か
ら
、
博
物
館
建
設
に
関
す

る
要
望
書
文
面
に
は
、
研
究
・
教

育
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
や
、

市
民
研
究
室
・
図
書
室
の
設
置
を

盛
り
込
ん
だ
り
し
た
。

さ
ら
に
、
参
謀
と
し
て
の
教
養

強
化
の
た
め
に
、
有
能
な
博
物
館

学
専
門
家
に
個
人
的
に
相
談
し
て
、

斬
新
な
助
言
を
頂
い
た
り
し
た
。

た
だ
、
自
分
が
博
物
館
参
謀
と

し
て
ま
だ
ま
だ
頼
り
な
い
存
在
で

あ
り
、
尉
官
未
満
で
あ
る
こ
と
も

自
覚
し
た
。
た
と
え
ば
、
関
西
や

関
東
に
あ
る
複
数
の
博
物
館
に
対

し
て
、
博
物
鰻
建
設
に
関
す
る
、

か
な
り
程
度
の
低
い
質
問
状
を
通

付
し
て
、
こ
と
ご
と
く
相
手
に
さ

れ
な
か
っ
た
体
験
な
ど
で
、
百
分

が
二
等
兵
か
ら
上
等
兵
ぐ
ら
い
で

あ
る
こ
と
を
埋
解
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
も
う
す
ぐ
新
年
を
む
か

え
る
こ
と
だ
か
ら
、
日
本
経
済
な

み
の
暗
い
話
は
や
め
て
、
二
等
兵

参
謀
に
は
、
大
将
に
な
っ
た
夢
で

も
見
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
よ

う
。ま
ず
、
妄
想
横
浜
近
現
代
戦
争

総
合
博
物
館
の
規
模
だ
が
、
延
床

面
積
九
六
〇
〇
が
（
亦
れ
ん
が
倉

密
全
域
相
当
）
程
度
は
確
保
し
た

い
。次
に
、
博
物
館
」
謹
書
主
体
は
、

公
立
財
団
に
す
る
。
た
だ
し
、
博

物
館
運
営
の
自
主
性
は
強
固
に
確

保
す
る
。
博
物
館
理
念
は
、
関
東

地
方
～
中
部
地
方
範
囲
で
の
戦
争

関
係
資
料
・
戦
争
遺
跡
の
収
集
・

調
査
研
究
を
お
こ
な
い
、
調
査
結
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栗
を
教
育
普
及
す
る
こ
と
に
し
て

お
こ
う
。
横
浜
市
内
の
戦
争
遺
跡

は
、
本
土
決
戦
体
制
下
で
は
他
の

戦
争
遺
跡
と
広
範
囲
で
関
連
し
て

い
た
か
ら
。

そ
れ
か
ら
、
機
構
・
人
事
。
名

誉
博
物
館
長
（
顧
問
）
は
、
現
代

日
本
最
大
級
の
博
物
館
論
者
・
博

物
館
運
動
家
で
あ
る
「
竹
竿
忠
夫
」

氏
に
し
よ
う
。
彼
は
、
京
都
帝
国

大
学
出
身
で
、
一
九
九
二
年
に
亡

く
な
っ
た
「
今
西
金
太
J
氏
に
一

九
四
〇
年
代
か
ら
師
事
し
、
学
術

探
検
活
動
を
通
し
て
学
問
の
各
方

面
に
大
活
躍
し
た
。
一
九
七
〇
年

代
か
ら
活
発
な
博
物
館
運
動
を
行

い
、
最
近
ま
で
大
阪
千
里
に
あ
る

空
想
国
立
民
族
学
博
物
館
の
名
館

長
を
し
て
い
た
。
竹
竿
氏
に
は
、

博
物
館
行
政
へ
の
威
力
を
発
揮
し

て
も
ら
」
つ
。

な
に
、
竹
竿
忠
夫
な
ど
知
ら
な

い
？
　
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い

非
国
民
は
、
平
凡
社
『
知
的
市
民

と
博
物
館
』
　
『
博
物
館
の
思
想
』

中
公
新
書
『
博
物
館
と
美
術
館
宜

で
も
読
ん
で
お
く
が
よ
い
。

そ
し
て
、
館
長
・
副
館
長
（
企

薗
研
究
課
長
兼
任
）
は
、
「
和
幹

仁
彦
」
氏
と
「
及
川
末
茶
彦
」
氏
。

彼
ら
に
は
、
最
低
七
年
間
は
勤
務

し
て
い
た
だ
き
、
博
物
館
運
営
に

関
す
る
専
門
性
を
発
揮
し
て
も
ら

う
。彼
ら
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
な

ら
、
樹
花
舎
『
博
物
館
と
「
表
現

の
不
自
由
」
』
で
も
読
ん
で
お
け

ば
よ
か
ろ
う
。

副
館
長
以
下
の
親
機
・
学
芸
員

人
事
は
、
館
長
・
副
館
長
に
完
全

に
ま
か
せ
て
し
ま
お
う
。

博
物
館
紀
要
は
、
O
O
研
究
と

い
う
名
前
に
し
て
展
望
・
論
説
・

短
報
な
ど
の
構
成
を
も
ち
、
学
会

機
関
誌
的
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

他
博
物
館
職
員
・
大
学
教
官
・
学

生
・
一
般
市
民
も
投
稿
可
能
だ
。

全
国
範
頑
で
の
話
題
提
供
も
可
能

だ
。
ま
宅
、
博
物
館
主
催
で
寧
数

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
発
表

会
を
開
催
し
て
紀
要
の
記
事
に
す

る
。
た
だ
し
、
研
究
調
査
論
文
に

関
し
て
は
、
査
読
制
度
を
導
入
し

て
、
質
の
維
持
・
向
上
を
．
係
か
る
。

ほ
か
に
は
、
博
物
館
主
催
で
一

畷
市
民
向
け
の
公
開
講
座
を
曙
催

し
、
戦
争
遺
跡
の
案
内
も
行
う
。

ま
た
、
市
民
が
学
芸
員
に
相
談
可

能
な
市
民
研
究
室
を
」
設
置
し
、
図

書
を
自
由
に
利
用
し
て
も
ら
う
。

一
方
で
、
特
利
研
究
生
制
度
を
調

設
置
し
、
郷
土
史
家
ク
ラ
ス
の
準

専
門
家
の
養
成
・
教
育
・
援
助
を

行
う
。
こ
れ
で
は
小
さ
な
大
学
だ
。

自
立
し
た
準
専
門
家
的
市
民
を
ど

ん
ど
ん
輩
出
す
る
の
だ
。

心
配
な
の
は
、
せ
っ
か
く
の
研

究
・
学
習
装
置
と
研
究
界
水
準
・

市
民
水
準
と
が
、
か
け
離
れ
て
い

な
い
か
ど
う
か
。
た
と
え
ば
、
当
′

博
物
館
職
員
以
外
で
当
博
物
館
公

開
紀
要
に
投
稿
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
。
市
民
研
究
室
に
市
民
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
状
態
が
、
市
民
水

準
が
向
上
す
る
ま
で
、
数
年
間
も

続
き
や
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
運
営

の
空
回
り
の
危
険
。
頭
痛
が
し
そ

う
だ
。
―
―
　
二
等
兵
参
謀
の
夢

は
す
ぐ
に
覚
め
る
。
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日

吉

台

地

下

壕

見

学

会

感

想

文

一
一
月
八
日
慶
応
生
協
学
生

委
員
会
に
よ
る
地
下
壕
見
学
会

★
戦
争
を
ま
の
あ
た
り
に
葛
た
気

が
す
る
。
時
粗
を
感
じ
た
。

★
罠
靴
の
必
要
を
痛
感
し
た
。
誤

中
電
燈
が
こ
ん
な
に
役
立
つ
と
は
！

地
下
が
明
る
け
れ
ば
仕
事
は
で
き

る
だ
ろ
う
が
、
長
明
間
、
多
人
数

で
滞
在
す
れ
ば
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

る
。
戦
時
中
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も

な
か
っ
た
と
思
う
が
・
倉
・
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
は
？

★
日
吉
の
地
下
に
あ
の
よ
う
な
広

い
空
間
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

驚
い
た
。
た
だ
あ
の
空
間
に
旧
日

本
軍
が
い
た
と
は
想
像
で
き
な
か

っ
た
。
私
有
地
を
通
ら
な
い
で
地

下
壕
に
入
れ
る
よ
う
に
し
、
壕
内

を
当
時
の
状
態
に
復
元
し
、
一
義

の
人
に
見
て
も
ら
う
べ
き
だ
。

★
地
下
壕
に
住
む
虫
や
唾
乳
石
に

驚
い
た
。
当
時
の
通
信
機
な
ど
が

残
っ
て
い
た
ら
見
た
か
っ
た
の
作

戦
会
議
室
の
写
真
な
ど
は
も
う
少

し
分
謝
し
て
欲
し
い
。

★
こ
ん
な
地
下
壕
を
遇
っ
て
ま
で

戦
争
を
轟
続
し
よ
う
と
し
た
日
本

軍
の
執
念
を
歳
心
じ
た
。

★
五
〇
年
以
上
が
た
ち
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
、
忘
れ
か
け
て
い

た
戦
争
を
ま
た
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

★
途
中
に
弥
生
時
代
の
住
宅
址
な

ど
が
あ
る
。
日
吉
に
遺
跡
巡
り
の

散
歩
道
が
で
き
る
と
よ
い
。

★
思
っ
て
い
た
以
上
に
広
か
っ
た
。

日
吉
に
下
宿
し
て
い
る
が
、
地
下

に
歴
史
あ
る
壕
が
あ
り
、
戦
時
中

に
空
爆
が
あ
っ
た
と
は
信
じ
ら
れ

な
い
。
も
っ
と
詳
し
く
自
分
で
調

べ
て
み
た
い
。
安
全
面
を
考
慮
し

て
、
保
存
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
的
背
景
も
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

★
曹
退
部
や
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
の

地
下
壕
も
見
た
い
と
思
っ
た
〇
専

用
の
出
入
口
が
あ
れ
ば
多
ノ
ヽ
の
人

に
地
下
壕
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の

★
五
〇
年
前
の
地
下
壕
の
し
っ
か

り
し
た
構
造
や
、
風
通
し
、
地
上

か
ら
の
電
力
の
供
給
が
切
れ
る
事

ま
で
考
慮
し
て
い
る
の
に
驚
い
た

が
、
間
違
っ
た
戦
争
の
た
め
と
考

え
る
と
感
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
機
会
に
平
和
と
戦
争
の
事
を

少
し
は
考
え
て
み
た
い
。

★
地
下
に
大
き
な
壕
を
達
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
戦
争
、
殺
し
合
い

と
は
、
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
な

ん
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
に
ま
で
し
て

勝
ち
た
か
っ
た
気
持
ち
っ
て
何
だ

ろ
う
。
私
は
一
生
分
か
ら
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
。
整
備
は
雰
囲
気

が
変
っ
て
し
ま
わ
な
い
程
度
に
。

★
実
際
に
中
に
入
っ
て
、
規
模
の

大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
日
吉
に

下
宿
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
町
に
こ
ん
な
大
規
模
な

地
下
基
盤
が
あ
っ
た
と
は
、
実
感

が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
〇

★
地
下
壕
を
中
心
と
も
た
日
吉
地

区
全
体
が
重
要
な
戦
争
遺
魂
で
あ

り
、
県
、
市
、
及
び
国
は
早
急
に

こ
の
遺
跡
を
整
備
し
、
保
存
す
べ

き
で
あ
る
と
感
じ
た
。
太
平
洋
戦

争
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

数
少
な
い
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
、
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
真

上
で
学
習
し
て
い
葛
慶
大
生
と
し

て
、
こ
の
遺
跡
に
対
し
て
、
日
吉

に
対
し
て
、
そ
の
歴
史
を
知
ら
ず

に
生
活
し
て
い
る
学
生
の
多
い
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
中

の
泥
を
取
り
除
き
、
鍾
乳
石
は
保

存
、
内
部
構
造
を
再
現
し
、
一
般

に
広
く
公
開
す
る
。
戦
争
博
物
館

と
し
て
、
慶
大
ま
た
は
自
治
体
で

整
備
・
保
存
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
2
2

終
戦
前
後
　
1

軍
関
係
の
方
々
に
伺
い
ま
す
。

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

★
増
井
潔
氏
・
元
海
軍
軍
令
部
第

三
部

終
戦
前
後
、
軍
は
目
茶
苦
茶
で

あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
厚

木
に
来
る
時
は
大
変
で
あ
っ
た
。

厚
木
航
空
隊
は
実
松
氏
と
同
期
の

小
国
大
佐
が
司
令
官
を
し
て
い
た

が
、
終
戦
の
詔
勅
を
天
皇
の
側
近

が
作
っ
た
と
い
う
の
で
従
わ
ず
、

ビ
ラ
を
撒
い
て
抵
抗
の
姿
勢
を
示

し
た
。
中
央
で
は
「
こ
れ
は
い
か

ん
。
制
圧
し
な
け
れ
ば
」
と
横
須

賀
警
備
隊
を
出
動
さ
せ
た
。
隊
長

は
慶
応
出
身
の
石
原
成
蔵
大
尉
で
、

サ
イ
ド
カ
ー
で
乗
込
み
、
多
少
の

銃
撃
戦
は
あ
っ
た
が
何
と
か
無
事

に
話
を
つ
け
た
。

私
が
終
戦
を
聞
い
た
の
は
海
軍

の
築
地
の
水
路
部
で
あ
っ
た
。
第

三
都
で
作
成
し
た
情
報
は
、
水
路

部
に
印
刷
を
頼
ん
で
い
た
の
で
、

時
々
出
か
け
て
い
た
。
昭
和
二
〇

年
の
初
め
頃
、
印
刷
を
速
や
か
に

や
り
た
い
と
い
う
の
で
、
水
路
部

の
一
部
が
日
吉
に
移
っ
た
。
医
学

部
の
予
科
の
校
舎
（
現
第
二
校
舎

・
一
般
教
養
理
科
棟
）
の
北
側
の

バ
ラ
ッ
ク
に
入
っ
た
。

終
戦
を
聞
い
て
、
直
ち
に
日
吉

に
戻
り
、
地
下
壕
に
入
り
、
収
集

し
た
情
報
書
類
を
は
じ
め
、
全
て

の
書
類
を
壕
の
南
側
の
出
入
口
の

所
で
焼
却
し
た
。

★
金
子
善
一
氏
・
元
連
合
艦
隊
司

令
長
官
付
の
従
兵

昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
、
寄

宿
舎
の
前
の
広
場
に
連
合
艦
隊
の

人
達
が
集
め
ら
れ
た
が
、
大
勢
い

た
の
に
は
驚
い
た
。

地
下
壕
に
あ
っ
た
秘
密
書
類
な

ど
を
処
分
し
た
り
、
生
活
に
使
え

そ
う
な
も
の
を
持
出
し
た
り
し
て

い
る
の
を
見
た
。
食
糧
の
他
、
地

下
足
袋
な
ど
も
あ
っ
た
。

戦
後
、
海
軍
総
隊
（
連
合
艦
隊

も
含
む
）
は
、
九
月
に
目
黒
の
海

軍
大
学
校
に
移
っ
た
。
私
は
復
員

局
に
残
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、

一
一
月
二
一
日
に
除
隊
し
て
家
に

帰
っ
た
。

★
野
口
昭
二
氏
・
元
連
合
艦
隊
司

令
部
暗
号
科

八
月
一
五
日
、
寄
宿
舎
前
の
広

場
に
司
令
部
の
全
員
が
集
ま
り
、

玉
音
放
送
を
聞
い
た
あ
と
、
小
沢

長
官
の
訓
示
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
私
は
残
務
整
理
で

東
京
の
朝
日
ビ
ル
の
二
階
に
二
週

間
止
め
ら
れ
た
の
ち
、
横
須
賀
の

鎮
守
府
に
い
き
、
三
笠
会
館
で
残

務
整
理
を
し
た
。
仕
事
は
何
も
や

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
た
ま
に
電

報
が
来
る
の
で
翻
訳
す
る
程
度
で

あ
る
。
暗
号
関
係
で
は
六
二
期
生

（
今
で
も
一
七
志
会
を
作
っ
て
い

る
）
だ
け
が
残
務
整
理
で
残
さ
れ

た
。そ
の
後
、
久
里
浜
の
通
信
学
校

に
戻
り
、
三
日
に
一
回
暗
号
を
訳

し
た
。
将
校
の
す
ぐ
隣
り
の
部
屋

で
待
遇
も
よ
く
一
年
近
く
い
た
。

六
二
期
生
の
一
人
が
「
家
に
帰

り
た
い
と
将
校
に
申
し
立
て
た
た

め
「
こ
ん
な
に
良
く
し
て
あ
げ
て

い
る
の
に
何
が
不
服
か
」
と
い
う

こ
と
で
、
全
員
依
願
免
官
に
な
っ

て
追
い
出
さ
れ
た
。
六
人
の
う
ち

私
を
は
じ
め
三
人
は
ま
だ
残
り
た

か
っ
た
。
昭
和
二
一
年
の
冬
の
こ

と
で
あ
る
。

（
生
協
ニ
ユ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

三
、
四
六
、
四
七
号
よ
り
抜
粋
転

載
）
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幹

事

会

報

告

第

四

回

九
月
一
〇
日
午
後
六
時
半
～

自
重
地
区
セ
ン
タ
―

蟹
ロ
、
（
二
　
八
月
一
七
日
藤
沢
市
百
日
間

事
業
委
員
会
に
よ
る
見
学
会
約
二

〇
名
参
加

二
、
同
日
横
浜
市
政
研
究
会
に
よ

る
見
学
会
六
名
参
加
。
茂
呂
幹
事

案
内
三
、
同
一
九
日
綱
島
地
区
町
内
会

長
に
よ
る
見
学
会
約
二
〇
名
参
加

四
、
同
二
六
日
T
V
朝
日
ト
ウ
ナ

イ
ト
2
「
監
督
が
探
検
．
東
京
の

意
外
な
穴
J
ビ
デ
オ
撮
り
。
同
二

八
日
放
映

五
、
同
二
七
日
ピ
ー
ス
2
号
「
ユ
ー

ジ
ア
ム
・
よ
こ
は
ま
事
務
局
会
議

に
参
加

六
、
同
二
八
日
冊
子
「
太
平
洋
戦

争
と
慶
応
義
塾
J
発
行

七
、
同
日
全
国
学
校
労
働
者
連
絡

会
に
よ
る
見
学
会
一
四
名
参
加
。

茂
呂
幹
事
案
内

八
、
同
二
八
～
三
一
日
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
か
な
が
わ
9
7
、
鎌
倉

芸
術
館
ギ
ヤ
』
フ
リ
ー
で
開
催

九
、
九
月
一
〇
日
第
四
回
幹
事
会

議
事
◆
冊
子
「
太
平
洋
戦
争
と
慶
応
義

塾
」
の
贈
呈
・
販
売
に
つ
い
て

原
価
：
千
個
、
税
込
み
四
二
万
円

著
者
へ
講
演
者
）
‥
一
〇
都
電

贈
呈
・
交
換
：
一
五
〇
部

墾
冗
：
会
員
五
〇
〇
円
送
料
別

井
会
東
天
〇
〇
円
送
料
別

宥
在
ま
で
に
大
口
二
〇
〇
都
、
小

口
一
〇
〇
部
程
度
を
墾
冗
済

ご
希
望
の
方
は
白
鶴
幹
事
ま
で
、

葉
書
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

2
2
3
横
浜
市
港
北
区
下
田
町

l
I
7
ー
4
　
白
鶴
邦
子

5

0

0

＋

2

8

0

＝

7

7

0

円

幹

事

会

報

告

第

五

回

一
〇
月
八
日
午
後
六
時
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

連
絡
不
十
分
で
集
り
が
悪
か
っ
た

酒
器
幹
事
か
ら
保
存
の
会
の
あ
り

方
・
調
査
法
な
ど
を
学
ん
だ

幹

事

会

報

告

第

六

回

一
一
月
一
九
日
午
後
六
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
）
九
月
一
二
日
南
日
吉
小
P
T

A
に
よ
る
見
学
会
三
二
名
参
加

二
、
一
〇
月
三
日
矢
上
小
P
T
A
J

に
よ
る
見
学
会
三
八
名
参
加

三
、
同
八
日
第
五
回
幹
事
会

四
、
同
一
八
日
山
梨
学
院
大
十
菱

ゼ
ミ
に
よ
る
見
学
会
先
生
六
、
学

生
四
二
名
参
加

五
、
同
二
一
日
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

研
究
環
境
基
本
計
画
委
員
会
主
催

の
講
演
会
r
創
造
的
研
究
環
境
を

求
め
て
欧
と
米
の
オ
フ
ィ
ス
の
歴

史
を
探
る
」
に
出
席

六
、
同
三
一
日
矢
上
小
六
年
児
童

野
外
学
習
に
よ
る
見
学
会
先
生
二
、

生
徒
二
七
名
参
加

七
、
一
一
月
五
日
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
基
本
計
画
委
員
会
幹
事
会
メ
ン

バ
―
の
福
山
欣
司
助
教
授
と
寺
田

事
務
局
長
が
会
談

八
、
同
八
日
慶
大
日
吉
担
当
の
常

任
理
事
湯
川
武
教
授
と
較
鳥
、
東

郷
、
亀
岡
、
白
鶴
が
会
談

九
、
同
日
慶
大
生
協
学
生
委
員
会

に
よ
る
見
学
会
二
一
二
名
参
加

一
〇
、
同
一
四
日
矢
上
小
六
年
の

r
地
下
壕
に
つ
い
て
」
の
研
究
授

業
を
参
観

一
一
、
同
一
九
日
第
六
回
幹
事
会

議
事
◆
会
報
四
四
号
の
発
行

一
二
月
一
七
日
発
行
・
発
送
予
定

◆
総
会
に
む
け
て

議
案
書
の
原
案
を
亀
岡
が
考
え
る

◆
そ
の
他

＊
第
六
回
横
浜
・
川
崎
平
和
の
た

め
の
戦
争
寅
の
準
備
会
を
」
一
月

三
〇
日
に
予
定

＊
製
作
潤
の
地
下
壕
見
学
会
室
内

用
ビ
デ
オ
の
試
写
を
次
回
幹
事
含
′

に
予
定
　
工
　
　
．
―
町

●
学
皆
会

保
存
の
会
の
あ
り
方
・
調
査
法
な

ど
、
再
度
酒
井
幹
事
を
卓
心
に
学

習
し
た


